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〔目的〕
膜系に局在するアデノシントリフォスターゼ (ATPase) に関しては， SKou がカニの神経のミク
ロソームを用いて Mét， Na +, K+ の存在によって活性化される ATPase 活性を報告して以来，赤
血球，脳，発電器官などについて，主として能動輸送との関連から研究されている。肝臓のミクロソ
ーム画分の ATPase 活性は Mg+t によって促進されるけれども， Na +, K+ 依存性がないことが報告
されている。しかし，赤血球，腎臓，脳などに比較すると研究も少なく，その性質や生理的意味につ
いて不明の点が多い。著者は，ラット肝ミクロソームの ATPase を用いて種々な方法で可溶化しよ
うとし，またホ Jレモン投与，食餌条件，糖尿病など動物レベjレの実験からその生理的意味について検
討した。
〔方法ならびに成績〉
動物は Sprague-Dawley 系ラットを用いた。
O.25M しょ糖溶液を用いて肝臓よりミクロソームを調製し， ATPase 活性を測定した。活性はミ
クロソームの蛋白質あたりの比活性で表現した。
1 ，肝ミクロソーム ATPase の可溶化の試みおよび種々の処理によるミクロソーム膜構造破壊と
ATPase 活性の関係
ヲクロソームを各種表面活性剤で処理したところ，蛋白質の上清への溶出はみられたが，酵素活性
は溶出されなかった。特に DOC 処理では DOC の濃度が高くなるに従って，可溶化された蛋白質量
は増加するけれども， ATPase 活性は，上清，沈澱部ともに低下する。乙の DOC による活性の低下
は反応系への DOC の混入による可能性があるので，酵素材料をゲノレ炉過したところ，沈澱部ではや
や回復するが，上清部については回復が認められなかった。 DOC 処理ミクロソームを sonication し
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たが， ATPase 活性は可溶化されなかった。
有機溶媒処理では活性は著しく低下し，抽出された脂質を添加しても回復しなかった。
消化酵素処理ではやはり蛋白質の上清への溶出がみられたが，活性は下回る傾向をみせた。
6M グリセロー jレ溶液でミクロソームを処理すると，活性の可溶化はみられないが， ATPase 活性
に関係、のない蛋白質が溶出されるために沈澱部の比活性が上昇する。また，グリセローノレは ATPase
を安定化する作用がある。
以上の結果からミクロソームの ATPase 活性は膜構造と関係がある乙とが考えられる。
2 ，肝ミクロソーム ATPase の生理的意味
アロキサンおよびフロリジン糖尿ラットの ATPase 活性は正常なラットの約1. 3 倍に上昇する。
アロキサン糖尿ラットにインシュリンを注射すると活性は低下する。
動物を絶食すると， ミクロソーム ATPase 活性は増加し，再給餌すると減少してもとのレベルに
復する。食餌中の栄養素の含量比を変化させた場合には高糖質および高脂肪食において活性が上昇す
る。
甲状腺機能充進症および低下症における ATPase 活性を測定したと乙ろ， 2%甲状腺末含有食餌
2 週間投与群では対照群の約 2 倍に上昇し，一方 0.15% Propyltiouracil 含有食餌群では 6 週間で
約20労活性が低下する。
種々な食餌条件での ATPase 活性の変化から， 乙の酵素は糖や脂肪などの膜透過に関係があるこ
とが考えられる。甲状腺機能充進時に， ATPase 活性が増加していることは，乙の考え方を支持する
ものである。すなわち甲状腺機能充進症においては肝臓における糖や脂肪の利用が促進されて，これ
らの物質の転送も盛んになっていることが考えられるからである。
ATPase の反応系にグノレコースを 0.01--0.1M の濃度に加えておくと， 10-20%の活性の増加が認
められる。乙れはわずかではあるが， ATPase が多くの機能をもったものの集合体であり，糖の転送
lζ関与するものがその一部であるとするならば，この程度の増加でも意味があると思われる。
〔総括〕
1 ，表面活性剤，有機溶媒，消化酵素などの種々な可溶化の試みから， 肝ミクロソーム ATPase 活
性は膜構造と関係がある乙とが示唆される。
2 ，肝ミクロソームを 6Mグリセローノレ溶液で処理すると， ATPase と関係のない蛋白質が溶出する
ため， ミクロソームの比活性が大になり，またグリセロー jレは ATPase を安定化させる。
3 ，糖尿，絶食，高脂肪食および、高糖質食の場合の活性の増加，ならびに甲状腺機能充進症における
活性の増加などから， 肝ミクロソーム ATPase は脂肪や糖の代謝あるいは転送に関係があると考
えられる。
論文の審査結果の要旨
乙の研究は，肝ミクロソーム画分に局在するアデノシントリフォスノァターゼ、が膜の構造と関係が
? ?円J
あるとと，またこの酵素の生理的な役割が糖や脂質などの栄養素の代謝，転送と関係がある乙とを示
唆したもので，独創的かつ発展性に宮んだものである。
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